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令和７年７月２３日(水)発行  

                                   三高マスコット「トナンくん」 

 

  鵬６3回生のみなさん、航海は今日で１０７日目、残り９５３日です。7月 4日には高校入学後初めての大学入

学模試「進研模試」がありました。進研模試は、みなさんの学力や理解度を客観的に把握し、今後の学習に役立て

るための模擬試験で、以下のような目的があります。 

■ 現在の学力を確認する 

全国規模で実施されるため、自分の学力がどの位置にあるのかを知ることができます。 

■ 弱点や課題を発見する 

試験結果から、自分が苦手としている分野や今後強化すべきポイントを明確にできます。 

■ 志望校合格への道筋を立てる 

志望校の合格可能性を判定し、今後の学習計画や進路選択の参考にできます。 

■ 試験慣れをする 

実際の入試と同様の形式で行われるため、本番に向けての練習や時間配分の感覚を身につけられます。 

進研模試は、単なるテストではなく、みなさん一人ひとりの目標達成のための「学習の道しるべ」となる重要な機

会です。結果を前向きに受け止め、今後の学習に活かしていきましょう。なお、年次通信Vol.9 では 7月 4日に進

研模試解説授業をしていただいた国語・数学・英語の各先生方から今後の学習や次回の進研模試に向けた学習アド

バイスをいただきます。是非、参考にしましょう！！ 

※平均点（100 点満点） 

 進研模試1年 7月 進研模試1年 11 月 

国語 数学 英語 国語 数学 英語 

2024 全国 34 33 35.6 43.2 33.5 33.8 

本校 
40 45.6 44.4 55.9 42.8 42.5 

2023 

 

全国 43.1 32.8 34 43.5 30.5 32.7 

本校 
51.9 41.7 43 55.4 38.9 39.9 

2022 

 

全国 37.6 32.8 33.9 40.5 35.2 33.2 

本校 
47.2 45 42.3 50 48 40.1 

 

 

 

 

 

 

国語 後藤 智聡 先生  

★全体を通して 

初めての全国模試、たいへんお疲れ様でした！ ひとまず次の三点を確認しましょう。  

①解く順序 

模試は時間配分がカギになります。悩まず解ける問題から手を付けるとよいでしょう。 

②配点 

 評論・古文は 30点ずつ、小説・漢文は 20点ずつです。 

③試験の後が大事 

点数に一喜一憂せず、穴埋めを着実に。習っていないところが出題されたら、学習できるチャンスです。解説を読み込

み、不明点は調べて（質問大歓迎♪）、まとめて、どんどん吸収します（ここでライバルに差がつきます）。 

  

★評論 

 漢字と語彙は、とにかく正確に覚えること。隔週の小テストを大切に。文中で出てきたあやふやな言葉も調べてね。 

 読みながらラインを引きましたか？ 引いた箇所は、的確ですか？（解説を読んで確認を） 

 問２・問３ ともに、傍線部の指示語の指す内容を明らかにすることからスタート。あなたの答えだけで内容がはっきり

分かるように組み立てる。問いに合わせて答えの文末を固めるとよいでしょう。 

 問４・問 6 「適当でない」ものを答える。読み違え注意。解説を読み込み、本文と対照して確認しよう。 

 

★小説 

 リード文・注は先に読もう。読み解くヒントがあります。複数の人物が出てきたら、関係性までチェック。 

 問１ 語彙 「本文中における意味」を答えさせる問題は、辞書的な意味でないものを消去し、残ったものから本文に合

う意味を選ぶ（辞書的な意味を頭に入れておくことが必要だね）。 

 問３「冷や汗」がにじむのは、心理的に変化があったから。きっかけとなったことは（直前にある）？ 背景は？ 状況の

説明（言い換え）箇所はないか？ →どんな「冷や汗」かが分かってくる。 

 問４【やや難】 １と２で迷うか。１の限定表現（生徒に英語を教え始めて～しか現れなかった）に注意。 

  

★古文 

 文章Ⅰ・文章Ⅱで怖気づいた人が多いようですが、大したことは書かれていません。また、敬語で意味不明になった人

が多いようですが、注にかなり訳が載っています。落ち着いて、リード文・注を読み、余白に関係図や訳を記して読もう。 

 ともに「問注（裁判）」の話＝勝ち負けがあるということ。文章Ⅰ（4行目）「我と負けたる人」、文章Ⅱ（3行目）「我と問注

に負けて返りしかば」とある。「我と」は「自分から」の意。普通は勝ちたがる裁判なのに、自ら負けを認めることでどうな

ったのか。よく読もう。 

 次の語句は『古文単語315』で調べよう。 №75「いみじ」、№120 「僻事（ひがごと）」、№297「給ふ（たまふ）」・「給ぶ

（たぶ）」 

 問２ 確実に正解したい問題。下二段活用・上二段活用の動詞は、現代語との差が大きいので、文法書で再チェックを。 

  

★漢文 

 すべて漢字で読みにくい人は、一文ずつ／を入れてみよう。 

 注を読み、人物をチェックしよう（〇囲み）。人間関係も整理しよう。柳世隆は明帝軍の味方。敵対するのは孔道存。柳

は孔に負けて、首に懸賞金を掛けられている。負けた柳の母と妻は、獄中にある。文中の「姑」は、「妻」から見た表現な

ので、柳の「母」を指す。途中に出てくる「或ルヒト」は「ある人」。「一ノ貌似者」は「一人のそっくりさん」。 

 問１ 確実に正解したい問題です（「漁夫之利」で勉強したはずです）。 

 問２ 「購フ」は金で何かを求めること。後の展開から答えが定まる。 

 問４ これも確実に正解してほしい。 句法集p８５受身形「為A所B」（AのBする所と為る／Aの為にB（せ）らる・・・

Aに Bされる）は合わせて覚えておきたい。 

 問５「妻」の行動と発言を追う。本人確認（「首実検」）でわざと大泣きし、「窃カニ」（ひそかに・こっそり）姑に理由を説明

して協力を求めようとしている。 

  

進研模試の振り返りだよ 



数学 川村 惟歩貴 先生 

 

高校に入って初めての模試。手ごたえはどうだったでしょうか？

皆さんの反省を見てみると、「計算ミスが多かった」という反省が大

多数でした。また模試の解説会を行ったあと、生徒の皆さんと話をし

てみると、「解説を聞くと、意外と解けそうな問題が多かった」という

人が多かったように思います。 

 

解説はTeamsにも解説を載せているので、ここでは次回の模試、つまり夏休み明けの「全統模試」に向け、どのように学

習を進めていけばよいのか考えていきます。 

よく数学について「数学は暗記科目なのか」と言われますが、部分的には私はその通りだと思います。例えば、小学校の

「掛け算」の学習では、九九を何度も書いたり暗唱したりすることで暗記しました。暗記して使えるようになったからこそ、応

用として文章問題を解けるようになります。高校１年生、現在の段階はその「九九」を習い始めた段階に近いです。新しいこ

とを学んだばかりで、まだ身についた状態でないため、まだあまり応用問題は解けないです。つまり、現在はさまざまな問題

を解く技術「解法パターン」を身に着ける段階だと思います。だからこそ私は、今演習する段階において答えがあっているか

どうかはそこまで重要視していません。答えが合っていることが重要なのではなく、解法パターンを使いこなすことができる

こと、理解することができているかが重要なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では次の夏休み明けの全統模試（進研模試より少し難しいです）に向けて、あと数週間後の夏期休業中に何をすればよ

いのでしょうか。今確実に行ってほしいことは上記の①～③を徹底的に突き詰めることです。そのために、以下の２点を行っ

てみて下さい。 

 

（１） 教科書の例題、練習問題を何度も解き、 

問題を見た瞬間に解法が思い浮かぶまで繰り返す（基礎の定着） 

（２） 夏期課題になるフォーカスゴールドを、 

理解できるように何度も解く（解法パターンの収集） 
 

このときポイントとなるのは、１つの問題を「なぜその式変形をするのか」、「なぜ±●のうち、＋●だけが答えになるのか」、

「なぜ…」と、細かい部分にまで疑問を持ち、細部まで理解を深めることです。その中で疑問に思ったことは積極的に質問し

てみましょう。しかしこれだけでは点数は伸びないと思います。それは上記の④の通り、「解法パターン」を身に着けた段階

の次に、それを組み合わせて問題を解く練習をしていないからです。①～③がある程度身についてきたら、次の段階の④

を行うことになります。この段階では世間で言われる「思考力」が問われ、暗記数学では全く太刀打ちできない状態になりま

す。この段階までくれば、「数学は暗記科目ではない」ですね。 

 

皆さんは①～④の段階において、自分はどの段階にいるでしょうか。 
 

あと１週間で夏休みです。３週間の突き詰めた学習で、次回の模試を善戦することができます。しっかりと目標を立て、

後悔のない夏にしましょう！ 

 

 

 

 

 

英語 馬場 香樹 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書レベルの 

典型的な問題の 

解法パターンを 

身に着ける 

フォーカス 

ゴールドなどで、 

解法パターン 

の種類を増やす 

応用的な問題（模試など）で、 

これまで蓄積した解法パターンの 

組み合わせで解けないか 

試行錯誤を繰り返す 

問題を見た瞬間に、 

「あ！あの解法だ！」 

となるまで演習を 

繰り返す 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

徹底的に突き詰める!!! 

 

「計算ミスが多かった」 

「解説を聞くと、意外と 

解けそうな問題が多かった」 


